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私たち「みえ労連」は、「県内どこでもいつでも安全安心

の医療と介護」を目指して運動を進めています。

その取り組みの一環として、「新型コロナの感染リスクが高

い年代（65歳以上）に着目」し、同時に「県内８医療圏の医

療資源の改善・格差解消」と「認知症など介護充実」を目指

して、右の表の通り「住民アンケート」を実施しました。

目標とした回収数を上回る1079人（地域不明は除く）の方

から回答していただき、関心の高さを示しました。

この結果を、国・自治体・関係者のみなさまにお知らせし、

地域医療・介護の充実に一石を投じたいと思います。

また同時期に、「みえ労連」も参加して、学者・研究者・

医師・労働組合など立場を超えた方々で、「三重の医療と介

護をより良くするネットワーク」を立ち上げることが出来ま

した。切迫する新型コロナに対応する様々な運動の牽引車と

して期待します。

（この調査時期に三重県内で発生した「新型コロナ陽性者」

は、延べ368名でした。）

１、「新型コロナウイルス」の感染拡大防止のためとして、緊急事態宣言の発出や、外出自粛要請が出されました。

不安やお困りのことはありましたか？（いくつでも〇印を）

三重の姿・かたち 2020年度版

みえ労連新聞 2020年11月号

〒514ｰ0015 三重県津市寿町7ｰ50 みえ平和と労働会館

TEL 059-223-2615 FAX 059-223-4495

新型コロナ 県内８地域・６５歳以上
住民アンケートに見る私たちの願いと

工夫はここにあり。

１）感染拡大の防止、外出自粛でお困りのことや不安がありましたか？

自宅に閉じこもり気味でストレスがたまった

自分や家族が感染しているのか分からず不安だった

身体を動かすことが減って体調不良や不健康になった

持病があるが、通院を控えた

その他

体調が悪くなったが、なかなか病院に行けなかった

身体や健康のことをかかりつけ医に聞けなくなった

２）緊急事態宣言の発出で、あなたの生活はどう変わりましたか？

２、今後も「新しい生活様式」が求められるようです。健康を保つために、どんな工夫をされていますか？

「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
は
新
し
い
「
自
粛
要
請
」
。
補
償
を

お
ざ
な
り
に
し
て
「
自
己
責
任
」
を
押
し
付
け
、
守
ら
な
い
も
の

を
白
眼
視
す
る
。
分
断
を
持
ち
込
み
国
民
を
苦
し
め
る
も
の
。
政

府
の
責
任
を
国
民
に
転
化
す
る
も
の
で
健
康
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
（
ス
ト
レ
ス
た
ま
る
）

（
桑
員
地
域
）

様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が
第
１
。
身
体
的
な

ス
ト
レ
ス
は
家
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
散
歩
、
趣

味
活
動
、
友
人
と
の
遊
び
な
ど
で
、
運
動
が
必
要
量
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

（
三
泗
地
域
）

持
病
が
あ
る
の
で
診
察
の
日
は
バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け

て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
時
は
、
ほ
と
ん
ど
家
の
中
に
い

る

で
き
る
限
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
り
し
て
、
足
が

弱
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
三
泗
地
域
）

自
然
の
中
を
散
歩
す
る
。
食
事
内
容
に
気
を
付
け
る
。
マ
ス
ク

し
な
が
ら
で
も
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
。
家
族
の
協
力
。

（
鈴
亀
地
域
）

「
新
し
い
生
活
様
式
」
は
プ
ロ
ガ
ン
ダ
の
に
お
い
が
す
る
。
外

出
先
で
は
身
体
距
離
を
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
を
し
っ
か
り
洗
い
消
毒
す
る
だ
け
で
感
染
症
リ
ス
ク
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

新
型
で
は
な
く
な
り
存
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
。

（
鈴
亀
地
域
）

医
療
生
協
お
よ
び
他
の
民
主
団
体
や
行
政
等
の
健
康
教
室
で
学

ん
だ
り
し
て
、
不
安
に
感
じ
る
こ
と
は
相
談
し
て
、
明
る
い
日
々

が
送
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

（
津
市
）

新
聞
や
読
書
か
ら
体
に
良
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
。
よ
く
新
聞

を
読
む
。
家
庭
菜
園
で
取
れ
る
食
材
を
工
夫
し
て
調
理
、
保
存
と

利
用
。

（
伊
賀
地
域
）

人
と
人
と
の
物
理
的
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
気
を
配
り
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
取
っ
払
い
、
よ
く
会
話
し
、
良
く
動
き
、
よ

く
食
べ
る
。

（
松
阪
地
域
）

国
の
定
め
る
「
…
生
活
様
式
」
を
守
る
と
い
う
の
で
な
く
、

外
出
か
ら
帰
っ
た
時
は
「
手
を
洗
う
」
「
う
が
い
を
す
る
」
な
ど
、

良
い
こ
と
は
実
行
し
て
き
た
。

（
伊
勢
志
摩
）

運
動
と
言
え
る
事
は
出
来
な
い
が
、
出
来
る
だ
け
家
か
ら
野
外

に
出
て
、
畑
の
様
子
を
見
た
り
、
少
し
草
を
引
い
た
り
と
、
気
分

転
換
を
作
る
様
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

（
東
紀
州
地
域
）

家で過ごすことが多くなり、人と話すことが少なくなった

サークルや集まりが少なくなり、単調な毎日になった

食料品や日用品の買い物に、出かけられなくなった

ちょっとしたことでイラつき、家庭がギスギスしてきた

その他

パートなどしていたが仕事が無くなり収入が減った

食生活が不規則になり、食事に偏りだ出てきた

緊急事態宣言解除後、秋冬の感染拡大に備

え、緊急住民アンケートを実施しました。

不安はだれ

でも・・・

生活が一変

しました

新型
コロナへの
対応

（県内8地域・65歳以上住民アンケートの取り組み）

・実施時期 2020年6月15日～8月15日（緊急事態宣言解除後）

・実施対象 県内65歳以上人口（2019.10現在）の0.1％（各医療圏0.1％）5,225名を目安。

・実施方法 8地域のみえ労連組合員の家族・友人・協力団体の65歳以上住民へ手渡し回収。

みんな工夫

している！



４、国・自治体の医療・介護政策や新型コロナ対応についての、ご要望を教えてください。

感染症の検査は医師が必要と判断した全員にしてほしい

病院スタッフが安心して医療に専念できるように、待遇を改善してほしい

感染症などに適切に対応できるように、医療介護を充実してほしい

医療・介護施設が経営破綻しないように支援をしてほしい

医師・看護師・検査技師など病院スタッフを増員し、病床を増やしてほしい

感染者を見つけるため、一定の地域全員に検査をしてほしい

新型コロナのために普段の診療があと回しされている現状を改善してほしい

その他

３、あなたの地域（市町）の医療と介護について（あてはまることに〇印を）

（５）家庭で介護を受けてい

ます（いました）か？
（６）ご家庭での療養や介護での要望を教えてください。

（１）かかりつけ医が

「いない」

（２）大きな病院（二次救急）が

「近くにない」
（４）救急車の到着時間が

「遅かった（３０分以上）」

（７）あなたやご家族について、認知症で心配なこと、

相談したいことがあれば教えてください。

家
族
が
寝
た
き
り
に
な
っ
た
時
、
自
分
よ
り
体
が
大
き
い

の
で
世
話
を
す
る
の
が
む
つ
か
し
い
、
す
ぐ
に
受
け
入
れ
て

く
れ
る
施
設
は
あ
る
か
。
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
認
知
症

に
近
づ
い
て
き
て
い
る
不
安
が
あ
り
ま
す
。

（
桑
員
地
域
）

介
護
す
る
家
族
が
疲
弊
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。(

老
々
介

護
の
場
合
、
共
倒
れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
心
配)

。
役
場
に

相
談
し
て
も
通
り
一
片
の
答
え
し
か
返
っ
て
こ
な
い
。
も
っ

と
相
談
者
に
寄
り
添
い
親
身
に
な
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
る
こ

と
が
多
い
。

（
三
泗
地
域
）

認
知
機
能
の
低
下
が
始
ま
る
と
同
じ
事
ば
か
り
言
っ
た
り
、

約
束
を
忘
れ
た
り
、
物
事
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
こ
と
が

起
こ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
人
間
関
係
が
く
ず
れ
て

い
く
こ
と
が
起
こ
り
や
す
い
。
そ
ん
な
中
で
も
、
誰
で
も
い

つ
も
通
り
に
お
付
き
合
い
で
き
る
居
場
所
と
地
域
の
理
解
が

ほ
し
い
。

（
三
泗
地
域
）

認
知
症
の
家
族
を
み
て
い
た
時
は
、
よ
く
外
に
出
か
け
て

し
ま
い
、
探
し
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
対
応

で
き
る
方
法
が
あ
っ
た
ら
、
知
り
た
い

（
鈴
亀
地
域
）

夫
婦
で
認
知
症
の
検
査
を
受
け
、
全
く
「
な
い
」
の
結
果
。

簡
単
な
設
問
と
ペ
ー
パ
ー
だ
け
で
？

実
生
活
の
中
で
の
リ

ア
ル
な
観
察
と
医
学
的
な
脳
内
検
査
が
必
要
な
の
で
は
・
・
・
・

国
は
覚
悟
を
決
め
て
も
っ
と
本
気
を
！

市
民
、
国
民
、
自

治
体
に
丸
投
げ
せ
ず
、
情
報
を
集
め
て
、
情
報
隠
し
を
す
る

な
！

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
デ
ー
タ
が
な
い
。

（
鈴
亀
地
域
）

早
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
。
感
染
し
た
ら
す
ぐ

入
院
で
き
る
よ
う
に
。

（
津
市
）

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
は
、
制
度
上
の
規
定
さ
れ
た
こ
と
中

心
の
仕
事
。
老
人
福
祉
法
で
規
定
さ
れ
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
の
相
談
機
関
な
の
で
、
こ

れ
を
重
視
す
べ
き
。

（
松
阪
地
域
）

夫
が
認
知
症
で
ホ
ー
ム
に
入
所
。
利
用
費
が
高
く
残
さ
れ

た
家
族
の
生
活
が
困
難
。
自
分
も
要
支
援
１
の
障
害
者
で
す
。

（
伊
賀
地
域
）

自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
、
施
設
に
入
れ
ら
れ
、
自
由

を
う
ば
わ
れ
る
事
が
心
配
。
で
き
る
事
は
や
ら
せ

て
も
ら
え
、
必
要
な
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
自
宅
で

生
活
さ
せ
て
も
ら
え
た
ら
よ
い
が
。

（
伊
勢
志
摩
）

気
楽
に
相
談
・
診
療
し
て
も
ら
え
る
病
院
が
近

く
に
あ
っ
た
ら
あ
り
が
た
い

（
東
紀
州
）

桑員 9.2％ （11人）

三泗 4.0% （9人）

鈴亀 8.9％ （17人）

津 10.6％ （15人）

伊賀 4.2％ （2人）

松阪 10.9％ （16人）

伊勢志摩 4.4％ （6人）

東紀州 10.8％ （8人）

全体 7.7％ （84人）

桑員 27.7％ （33人）

三泗 20.1％ （45人）

鈴亀 24.0％ （47人）

津 11.3％ （16人）

伊賀 18.8％ （9人）

松阪 5.4％ （8人）

伊勢志摩 13.3％ （18人）

東紀州 24.3％ （18人）

全体 18.0％ （198人）

桑員 5.0％ （6人）

三泗 1.8% （4人）

鈴亀 3.7％ （7人）

津 2.8％ （4人）

伊賀 0.0％ （0人）

松阪 3.4％ （5人）

伊勢志摩 2.2％ （3人）

東紀州 9.5％ （7人）

全体 3.3％ （36人）

ホームヘルパー、デイケアやデイサービスなど

介護保険の利用料を安くしてほしい

在宅介護支援センターや地域包括支援センターで、

気軽に相談できるようにしてほしい

訪問介護や家事支援（ホームヘルパー）の

時間を長くしてほしい

その他の要望

安心して療養・

介護が受けられ

るように

老々介護、徘徊、ホームの

利用料、家族の生活・・・

認知症との

共生社会を

新型コロナは、８地域ごと

の医療資源や介護の現状を以

下のように写し出しました。

「かかりつけ医（1次医療）

は近くにあるか」 「大きな

病院（2次医療）は近くにあ

るか」「大きな病院に充実や

改善してほしいこと」「救急

車の到着時間は？」を医療の

現状を示す回答として、以下

のように抽出しました。ご検

討ください。

（３）大きな病院で、充実や改善してほしいこと（いくつでも）

桑員 三泗 鈴亀 津 伊賀 松阪 伊勢志摩 東紀州 全体

①安心（53） ①安心（110） ①安心（107） ①安心（80） ①救急（24） ①安心（90） ①安心（90） ①がん（45） ①安心（592）

②がん（45） ②介護（95） ②介護（90） ②がん（60） ②介護（24） ②救急（89） ②介護（55） ②安心（35） ②救急（448）

③介護（39） ③救急（88） ③がん（80） ③介護（54） ③安心（23） ③がん（58） ③救急（50） ③救急（30） ③介護（430）

④救急（36） ④がん（78） ④救急（76） ④救急（52） ④がん（15） ④介護（43） ④がん（38） ④介護（28） ④がん（424）

Ａ がん、脳卒中、心臓病など、専門的な治療 Ｂ 救急医療、災害医療など Ｃ 安心して入院やリハビリができるようにしてほしい Ｄ 介護との連携の強化

多
く
の
人
に
と
っ
て
介

護
は
こ
れ
か
ら
・
・
・

（地域名無記入があるため、合計数字は合いません）

2つのクラスターが発生し県内で感染者数

が最多となっている鈴鹿市で、10月16日（金）、

鈴亀労連（鈴鹿亀山地域労働組合総連合）と

鈴鹿社保協は末松鈴鹿市長に「新型コロナウィ

ルスへの緊急対策を求める要望書」を手渡し、

エッセンシャルワーカーへの定期的なPCR検

査や生活困窮者への支援などを要望しました。

懇談には保育や介護で働く仲間も参加し、コ

ロナ禍のもとでの現場の苦労をこもごも訴え

ました。

鈴鹿市長に要望書
１０月１６日 鈴鹿市役所


